















Research on Prolonged Prediction of the Comfortableness
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DK-D DK-C GD-W VE-W VY-C
リボンデッドフォーム リボンデッドフォーム エバーライト エバーライト エバーライト
硬さ kgf 20.0（15.0～25.0） 15.0（11.0～19.0） 20.0（17.0～23.0） 12.0（9.5～14.5） 10.0（7.5～12.5）
伸び ％ 50以上 40以上 80以上 150以上 100以上
引張り強さ kg/cm2 0.50以上 0.30以下 0.30以上 0.8以上 0.60以上
セル数 個/25mm ─ ─ 30以上 35以上 20以上
密度 g/cm³ 0.080（0.065～0.095） 0.065（0.055～0.075） 0.045（0.043～0.047） 0.042（0.040～0.044） 0.040（0.037～0.043）




仕様 H127 H136 H145 H154 H163 H172 仕様 M127 M136 M145 M154 M163 M172 仕様 S127 S136 S145 S154 S163 S172
表層 化繊綿 10 10 10 10 10 10 化繊綿 10 10 10 10 10 10 化繊綿 10 10 10 10 10 10
上層 GD-W 10 10 10 10 10 10 VE-W 10 10 10 10 10 10 VY-C 10 10 10 10 10 10
中層 GD-W 20 30 40 50 60 70 VE-W 20 30 40 50 60 70 VY-C 20 30 40 50 60 70
下層 DK-D 70 60 50 40 30 20 DK-C 70 60 50 40 30 20 VE-W 70 60 50 40 30 20


























A 21 女 1500 45 436 510
B 24 女 1610 50 478 544
C 23 男 1700 55 469 542
D 22 男 1720 60 494 566
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相関係数（r） 合計圧力 合計面積 80mmHgまでの面積
① 柔らかさ 0.44 0.53 0.01
② 安定性 0.31 0.07 0.45
③ 底つき感 0.79 0.81 0.09
④ 弾力性 0.42 0.35 0.02
⑤ 心地良さ 0.44 0.46 0.01
⑥ 総合的評価 0.24 0.03 0.27
.
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図５　長時間心理変化「③底つき感」と長時間体圧変化の関係
4‒1　指標化の試み
　今回実験を行った６項目のうち，相関係数が r＝0.79以上で有意性の高い「評価項目の
差の変動」を目的変数とし，「合計圧力の差の変動」と「合計面積の差の変動」を説明変
数とし，下に心理評価を推定する回帰式を導出した。
　　Y1＝0.0004x1＋0.028 Y1：③底つき感
　　Y1＝0.040x2＋0.017  x1：合計圧力の差の変動（mmHg）
  x2：合計面積の差の変動（cm2）
4‒2　実験結果と考察
　先行して行った「心理評価と体圧分布を用いた指標化」の，短時間測定との関連から
「80mmHgまでの接触面積」と各評価項目との関係が深いと仮説を立てた。しかし，全て
の評価項目で r＝0.45以下で相関が低かった。長時間座ることで，体圧分布が80mmHgよ
り高い帯域に移動していることが要因と考えられる。また，「③底つき感」の説明変数が，
合計圧力と合計面積で説明できることから，座位姿勢の安定は座骨結節点の支持だけでな
く，接触面全体で支えていることになり，先行して行った「短時間測定」の実験結果とも
一致していることが明らかとなった。一方，心理評価のばらつきが大きかったことは，長
時間測定では被験者の疲労度も含まれることから，受側の筋活動度の寄与率が高いことが
推測できる。
─　　─124
滝　本　成　人・堀　越　哲　美
５．ま と め
　本研究では，ウレタンフォーム複層クッション材の材料の硬さと複層材の厚さの組み合
わせを変えた場合の，長時間の座り心地評価の変動に関する指標化を試みた。試験体とし
てウレタンフォーム複層クッション材として，５種類の物理的特性の異なるクッション材
を対象とした。長時間心理評価のうち「③底つき感」と，長時間体圧分布との間に相関関
係があることが明らかとなった。「合計圧力の差の変動」と「合計面積の差の変動」から，
座り心地の予測のための回帰式を導出した。 
文　　献
小原二郎・内田祥哉・宇野英隆（1987）：建築・室内・人間工学，鹿島出版社，154‒160
島崎信・野呂影勇・織田憲嗣（2002）：近代椅子学事始㈱，ワールドフォトプレス，168‒187
太田明彦ら（2007）：低座面モデュラー型車椅子導入が体圧分布と座位姿勢に与える影響，日本
建築学会中国支部研究報告集 30，557‒560
古澤慶一・堀越哲美ら（2008）：心理評価と体圧分布を用いた椅子の座り心地評価に関する指標
化の試み，第32回人間‒生活環境系シンポジウム報告集，101‒104
藤巻吾朗（2009）：人間・生活者視点による人にやさしい製品開発（第７報）生体組織の物理特
性とクッションの好み傾向，岐阜県生活技術研究所研究報告 ⑿，32‒36
藤巻吾朗（2010）：ソファクッションの硬さが人体に与える影響，岐阜県生活技術研究所研究報
告 ⒀，1‒8
滝本成人・堀越哲美ら（2013）：心理評価と体圧分布を用いたクッション材の座り心地評価に関
する指標化の試み，人間と生活環境，20（2），129‒136
滝本成人・堀越哲美（2015）：ウレタンフォーム複層クッション材の経時変化に関する研究⑴，
椙山女学園大学研究論集 第46号，53‒59
滝本成人・堀越哲美（2016）：ウレタンフォーム複層クッション材の経時変化に関する研究⑵，
椙山女学園大学研究論集 第47号，59‒65
